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第

回 

 

各
地
で
進
む
「
蓄
電
所
」
計
画 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
３
年

月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

「
畜
電
所
」
と
呼
ば
れ
る
施
設
の
計
画
が

各
地
で
進
ん
で
い
る
。
発
電
所
と
も
変
電
所

と
も
異
な
る
が
、
電
力
供
給
に
関
わ
る
も
の

だ
。
電
力
大
手
だ
け
で
は
な
く
商
社
や
石
油

元
売
り
も
参
入
し
て
お
り
、
政
府
も
後
押
し

す
る
蓄
電
所
。
ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
。 

 

和
歌
山
県
紀
の
川
市
に
あ
る
標
高
３
０

０
㍍
の
小
高
い
丘
に
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
が


基
も
並
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
関
西
電
力
と
オ

リ
ッ
ク
ス
が
共
同
で
準
備
を
進
め
る
「
紀
の

川
蓄
電
所
」
だ
。 

 

こ
の
コ
ン
テ
ナ
の
中
に
設
置
さ
れ
る
の

は
大
型
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
。
蓄
電
所

と
は
文
字
通
り
電
気
を
た
め
る
施
設
だ
。
定

格
出
力

㍋
㍗
時
、
定
格
容
量
１
１
３
㍋
㍗

の
紀
の
川
蓄
電
所
は
電
力
網
と
結
ば
れ
、
一

般
家
庭
約
１
万
３
０
０
０
世
帯
が
１
日
に

使
用
す
る
量
に
相
当
す
る
電
気
を
蓄
積
で

き
る
。 

 

蓄
電
所
を
開
設
す
る
動
き
は
全
国
的
に

起
き
て
い
る
。
先
行
す
る
福
岡
県
で
は
２
０

０
２
２
年
８
月
に
九
州
電
力
が
大
牟
田
市

に
設
置
。
九
電
は
住
友
商
事
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ

ー
ド
エ
ナ
ジ
ー
と
組
み
、
同
県
香
春
町
で
も


年
７
月
に
運
用
を
始
め
た
。 

 

石
油
元
売
り
の
参
入
も
相
次
ぎ
、
出
光
興

産
は

年

月
に
兵
庫
県
姫
路
市
で
開
設

予
定
。
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
エ
ネ
オ
ス
も
北
海
道

室
蘭
市
と
千
葉
県
市
原
市
で
蓄
電
設
備
の

導
入
を
進
め
て
い
る
。
大
阪
ガ
ス
は
伊
藤
忠

商
事
な
と
ど
共
同
で
大
阪
府
吹
田
市
に


年
度
に
開
設
す
る
計
画
だ
。 

 

こ
う
し
た
動
き
を
促
し
て
い
る
の
は
、
急

増
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
だ
。 

 

太
陽
光
や
風
力
で
発
電
す
る
再
エ
ネ
は

復
旧
が
進
み
、

年
に
は
全
発
電
量
の
約
２

割
を
占
め
る
ま
で
に
拡
大
し
た
。
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
一
方
、
ど
れ
だ
け
発
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電
で
き
る
か
は
季
節
や
天
候
に
左
右
さ
れ

る
特
性
を
持
つ
。 

 

電
力
供
給
は
発
電
量
と
消
費
量
を
随
時

そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
と
電
力
網
の
周
波
数
が
乱
れ
て
、
大
規
模

な
停
電
を
起
こ
し
か
ね
な
い
。
快
晴
で
太
陽

光
発
電
か
ら
生
じ
る
電
気
が
増
え
れ
ば
、
電

力
網
の
受
給
調
整
を
担
う
送
配
電
会
社
は

火
力
発
電
か
ら
の
供
給
を
抑
え
た
り
、
他
地

域
に
電
気
を
送
っ
た
り
す
る
。 

 

そ
れ
で
も
発
電
量
が
消
費
量
を
下
回
り

そ
う
な
ら
ば
、
送
配
電
会
社
は
再
エ
ネ
事
業

者
に
発
電
の
一
時
停
止
を
要
請
す
る
。
こ
れ

は
「
出
力
制
御
」
と
呼
ば
れ
、
全
て
の
電
力

会
社
の
管
内
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

そ
の
際
に
は
再
エ
ネ
に
よ
っ
て
発
電
さ

れ
る
は
ず
だ
っ
た
電
気
を
捨
て
る
こ
と
に

な
る
。
太
陽
光
や
風
力
に
よ
る
発
電
施
設
が

増
え
れ
ば
、
捨
て
ら
れ
て
無
駄
に
な
る
電
気

も
大
き
く
な
り
か
ね
な
い
。
蓄
電
所
に
は
無

駄
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
電
気
を
充
電
し
、
適

切
な
時
に
放
電
し
て
電
気
を
有
効
活
用
す

る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

   

                          


